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震
災
後
の
復
興
に
向
け
、
地
方
自
治
体
や

産
業
界
か
ら
は
「
構
造
改
革
特
別
区
域
」（
以

下
「
特
区
」
の
設
置
に
よ
る
規
制
緩
和
を
求

め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
宮

城
県
の
村
井
知
事
が
民
間
企
業
で
も
沿
岸
漁

業
に
参
入
で
き
る
「
水
産
業
復
興
特
区
」
の

創
設
を
求
め
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
「
特
区
」
は
も
と
も
と
、
小
泉
政
権
が
進

め
て
い
た
構
造
改
革
路
線
の
一
環
と
し
て
、

二
○
○
三
年
四
月
に
「
構
造
改
革
特
別
区
域

法
」
の
施
行
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
法
の
施

行
か
ら
八
年
が
経
過
し
た
現
在
、
こ
れ
ま
で

各
地
域
に
設
け
ら
れ
た
特
区
で
は
地
域
経
済

の
発
展
、
ひ
い
て
は
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が

る
よ
う
な
事
例
は
見
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
二
〇
一

一
年
第
２
、
第
３
四
半
期
調
査
（
経
済
・
雇

用
の
状
況
に
つ
い
て
は
前
号
で
詳
報
）
で
、

特
区
の
実
情
に
つ
い
て
報
告
の
あ
っ
た
中
国
、

四
国
、
九
州
の
三
地
域
か
ら
の
事
例
を
紹
介

す
る
。

中
国
地
域

求
め
ら
れ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
の
活
用

　

中
国
地
域
で
は
、
も
と
も
と
岡
山
県
が
特

区
申
請
に
積
極
的
で
、
二
○
一
一
年
三
月
ま

で
の
認
定
実
績
は
、
県
で
五
件
、
県
内
市
町

村
で
一
九
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
容
も
、
教
育
、
農
業
、
生
活
福
祉
、
国

際
物
流
、
ま
ち
づ
く
り
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
幅
広
く
、

県
内
の
産
業
基
盤
強
化
や
観
光
誘
致
、
後
継

者
の
育
成
・
確
保
な
ど
を
目
標
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　

他
県
で
も
島
根
県
浜
田
市
の
「
ふ
る
さ
と

弥
栄
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」、
鳥
取
県
の
「
ノ
ー

ビ
ザ
特
区
」
な
ど
特
徴
的
な
事
例
も
あ
る
が
、

中
国
地
域
で
は
全
体
的
に
観
光
分
野
や
ま
ち

づ
く
り
分
野
で
の
申
請
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
特
区
の
本
来
の
目
的
で
あ
る

経
済
効
率
性
の
追
求
や
地
域
住
民
の
生
活
環

境
・
利
便
性
向
上
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
外
か

ら
の
視
察
者
、
イ
ベ
ン
ト
、
住
民
意
識
の
向

上
な
ど
で
効
果
を
あ
げ
て
い
る
も
の
の
、
産

業
・
環
境
振
興
、
新
規
事
業
者
の
参
入
、
企

業
誘
致
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
雇
用
の
増
加
に
は
そ

れ
ほ
ど
直
結
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
中
国
地
域
は
製
造
業
が
多
く
集

積
す
る
地
域
で
あ
る
た
め
、
特
区
制
度
を
活

用
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化
し
、
雇
用
創
出

を
図
る
の
で
あ
れ
ば
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
や
既
存
の
基
幹
産
業
で
の
活
用
を
進
め

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
、
岡
山
県
で
は
産
学
官
に
よ
る
懇

談
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
で
の
副
生
ガ
ス
の
相
互
融
通
や
海
上
輸
送

の
効
率
化
、
工
場
関
連
の
規
制
緩
和
に
よ
っ

て
設
備
投
資
を
呼
び
込
み
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

の
国
際
競
争
力
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

鳥
取
県
で
は
、
電
気
自
動
車
や
太
陽
光
発

電
な
ど
の
関
連
産
業
の
立
地
に
よ
っ
て
雇
用

創
出
を
図
り
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る

都
市
づ
く
り
を
進
め
る
構
想
を
持
っ
て
お
り
、

こ
こ
に
特
区
活
用
の
ア
イ
デ
ア
が
含
ま
れ
て

い
る
。
同
時
に
、
地
元
大
学
医
学
部
で
の
バ

イ
オ
技
術
（
染
色
体
工
学
）
と
豊
富
な
水
資

源
な
ど
を
活
用
し
て
環
境
分
野
で
も
総
合
特

区
の
指
定
に
向
け
て
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
産
業
や
技
術
シ
ー

ズ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
形
で
特
区
構
成
を

展
開
す
る
こ
と
が
有
望
で
あ
り
、
雇
用
創
出

へ
の
期
待
も
膨
ら
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
国
地
域

オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
・
加
工
で
三
億

円
の
売
上
げ
達
成

　

二
○
○
三
年
四
月
に
認
定
さ
れ
た
香
川
県

の「
小
豆
島
・
内
海
町
オ
リ
ー
ブ
振
興
特
区
」

で
は
、
町
の
施
策
に
賛
同
す
る
地
元
企
業
自

ら
が
、
小
豆
島
の
特
産
物
で
あ
る
オ
リ
ー
ブ

の
栽
培
、
加
工
を
行
う
と
と
も
に
、
オ
リ
ー

ブ
を
通
じ
た
官
民
一
体
の
街
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

二
○
○
八
年
に
は
農
業
で
五
○
○
○
万
円
、

加
工
業
で
二
億
円
、
観
光
業
で
一
億
円
の
売

上
げ
（
旧
内
海
町
の
実
績
）
を
達
成
し
た
。

ま
た
、
現
小
豆
島
町
全
体
で
企
業
九
社
が
農

業
に
参
入
し
た
こ
と
で
、一
四
・
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
の
遊
休
農
地
が
解
消
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
土
地
は
営
農
地
と
し
て
十
分
に
維
持
管
理

さ
れ
、
地
域
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
疎
化
が
進
む
徳
島
県
上
勝
町
で
は
、
利

用
者
の
減
少
を
理
由
に
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
撤
退
し
た
た
め
、
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
交
通
弱
者
が
生
じ
て
い
た
。
二
○
○

三
年
五
月
に
認
定
さ
れ
た
「
上
勝
町
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
特
区
」
で
は
、
一
般
免
許

　
特
区
の
現
在
と

地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
　

　
　
　
　
　
―
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
モ
ニ
タ
ー
調
査
か
ら
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で
も
自
家
用
車
を
用
い
て
有
償
輸
送
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
交
通
弱
者
も
引
き
こ
も
り

か
ら
解
放
さ
れ
、
人
の
流
れ
が
活
性
化
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
事
業
主
体
と

な
っ
た
こ
と
で
、
高
齢
者
や
失
業
者
の
就
業

機
会
の
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

九
州
地
域

特
区
で
韓
国
人
観
光
客
が
大
幅

増
に

　

九
州
で
も
各
地
の
特
性
を
活
か
し
た
特
区

の
提
案
が
行
わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
効

果
を
明
確
に
検
証
で
き
る
も
の
は
少
な
い
の

が
現
状
で
、
大
規
模
な
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
だ
。

　

九
州
で
見
ら
れ
る
特
区
提
案
の
第
一
の
特

徴
は
「
ア
ジ
ア
」
を
切
り
口
と
し
た
も
の
が

多
い
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
福
岡
ア

ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
特
区
（
福
岡
県
及
び
福
岡

市
）」、「
久
留
米
ア
ジ
ア
バ
イ
ト
特
区
（
福
岡

県
及
び
久
留
米
市
）」、「
飯
塚
ア
ジ
ア
Ｉ
Ｔ
特

区
（
福
岡
県
及
び
飯
塚
市
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
ジ
ア
に
近
い
地
理
的
特
性
か
ら
、
そ
れ
を

最
大
限
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
規
制
緩
和
を

提
案
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
区
で
は
、
外
国
人
研
究
者
の

受
け
入
れ
や
大
学
設
置
、
資
格
認
定
な
ど
に

関
す
る
規
制
緩
和
が
行
わ
れ
た
。
た
し
か
に

成
果
指
標
で
あ
る
企
業
進
出
数
や
経
済
効
果

に
つ
い
て
は
一
部
目
標
を
達
成
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
立
地
や
産
業
振
興
策
の
展
開
な
ど
が
寄
与

し
て
い
る
面
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
規
制

緩
和
自
体
が
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
は
断
言

し
が
た
い
。

　

九
州
に
関
連
す
る
特
区
の
第
二
の
特
徴
で

は
、「
観
光
」
に
関
連
し
た
も
の
が
多
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
し
ま
交
流

人
口
拡
大
特
区
（
長
崎
県
）」、「
ど
ぶ
ろ
く
特

区
（
熊
本
県
多
良
木
町
）」、「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
（
阿
蘇
市
）」
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
中
で
も
「
し
ま
交
流
人
口
拡
大
特
区

（
長
崎
県
）」
は
、
比
較
的
そ
の
効
果
が
確

認
で
き
る
も
の
だ
。
同
特
区
で
は
対
馬
を
対

象
と
し
て
、
二
○
○
三
年
に
韓
国
人
観
光
客

の
短
期
滞
在
査
証
の
発
給
手
続
き
の
簡
素
化

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
○
○
三
年
に

は
一
万
六
○
○
○
人
だ
っ
た
韓
国
人
観
光
客

が
二
○
○
五
年
に
は
三
万
七
○
○
○
人
と

な
っ
た
。
そ
の
後
の
二
○
○
六
年
の
ノ
ー
ビ

ザ
化
で
、
観
光
客
数
増
大
の
動
き
は
後
押
し

さ
れ
、
釜
山
と
の
定
期
航
路
も
増
便
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
ピ
ー
ク
の
二
○
○
八
年
に
は
七

万
二
○
○
○
人
と
な
っ
た
。
観
光
客
の
増
加

に
伴
っ
て
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
、
土
産
物
屋

が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
効
果

が
確
認
で
き
る
。

　

た
だ
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本

大
震
災
後
に
観
光
客
が
激
減
す
る
と
、
韓
国

人
観
光
客
に
依
存
し
て
い
る
事
業
者
で
は
、

経
営
危
機
に
陥
る
と
い
っ
た
、
観
光
業
の
難

し
い
側
面
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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